
～障がい児・者の二次障害防止と機能性発揮のための～

国際シーティング･シンポジウム (ISS)の理論に基づいた
世界標準のシーティングの活用

シーティング研修会

姿勢を改善して保つことで 様々な効果と可能性が広がる

世界標準のシーティング技術についての研修会です
講師 山崎 泰広 氏

シーティングスペシャリスト

車椅子に座っていてこんな経験はありませんか？

日 程 : 2024 年 10月 19日 (土) 12 時受付  13:00～17:00
                       10 月 20日(日)   9時受付     9:10～12:00  
会 場 : ユインチホテル南城 ２階 ( 夢・愛情の間 )  

南城市佐敷字新里１６８８番地　TEL ０９８-９４７-０１１１  

内 容 : 初心者向けシーティング講義  シーティング実演・体験会
体 験 :シーティング相談･体験希望者に評価  体験を提供し 見学いただきます。
対 象 :障害児者に関わっている方、当事者 , 家族 , 関係者 (PT,OT, 義肢装具士等 )

【シーティング前】 【シーティング後】

• ずり落ちた姿勢で座ってしまう
• 体が片側に倒れてしまう
• 体や頭が前に倒れてしまう
• お尻・背中・腰・首などが痛い
• 長時間車いすに乗っていられない
• いつも同じ場所に傷・発赤・褥瘡が生じる
• 上肢や頭がうまく動かせない
• 等々

シーティングによって
姿勢を改善することで
• 変形などの二次障害の防止
• 痛みの緩和・除去
• 褥瘡予防・再発防止
• 長時間快適に車椅子を使用
• 残存機能を最大限に発揮
• 介助・介護負担軽減
• 表情が豊かに・・・
     などの効果があります

申し込み・問い合わせ：　 沖縄県肢体不自由児者父母の会連合会

ウラ面➡
TEL 098-836-2352　FAX 098-851-3336

メール uketsuke@okishiren.org

1,000円８０名
定 員 参加費

＊体験は若干名です。
締め切り日

１０月８日 ( 火 )

1 家族料金 資料・体験含む
( 当事者家族 )

※申し込み必須



主 催：沖縄県肢体不自由児者父母の会連合会
特別協力：一般社団法人全国肢体不自由児者父母の会連合会 /社会福祉法人沖縄肢体不自由児協会

協　力：(有)沖縄義肢製作所 /(有)砂田義肢製作所 /(公社) 沖縄県理学療法士協会 /(一社)沖縄県作業療法士会

        　(一社)Kukuru/( 社福 ) まつみ福祉会 /( 社福 ) 沖縄県身体障害者福祉協会 /NPO法人コミュニティー広場ゆいゆい /

            NPO法人ToiToi / 認定 NPO法人こども医療支援わらびの会 / NPO法人バリアフリーネットワーク会議 /

                NPO法人沖縄県脊髄損傷者協会 / NPO法人エイブルサポートつばさ / NPO法人沖縄県自立生活センター・イルカ

山崎 泰広（やまざき やすひろ）
・一般社団法人国際シーティング自立支援協会 代表理事

・株式会社アクセスプランニング シーティングスペシャリスト

・元 順天堂大学医学部整形外科学講座 非常勤講師

１９６０年（昭和３５年）１月２８日東京に生まれる
１９７７年より米国の高校に留学。１９７９年２月、転落事故により脊髄損傷、下半身麻痺となる。
リハビリ後、高校復学、大学進学。１９８５年、ボストン・カレッジ経営学部を卒業。帰国して食品会社に勤務。

帰国当時の遅れていた日本の福祉機器を変えようと、障害児者の自立を支援する優れた機器を世界中から提供する
ために１９９０ 年 ( 株 ) アクセスインターナショナルを設立。日本になかったモジュラー型車椅子や支援機器について
周知し活用を進めるためにセミナーや講習会を全国で開催。教育活動によりモジュラー型車椅子、褥療予防クッション等
支援機器の普及に努めた。その製品と活動は日本の車椅子や支援機器が変わる転機となった。

１９９３年、褥療治療で入院した米国の病院で「車椅子シーティング」と出会い、長年悩まされていた褥瘡が完治。
その優れた理論と技術を日本に伝えるために米国の理学療法士と全国でセミナーを開催。
日本のシーティングのパイオニアのひとりである。
毎年欧米の講習会に参加して車椅子とシーティングの最新情報と技術を学び、障害児から高齢者まですべての
車椅子使用者の二次障害防止と機能性向上、自立支援と介護負担軽減に務めている。

２０２３年、車椅子使用者の褥瘡や変形をはじめとする二次障害を国際標準のシーティングによって防止し、
自立支援を実現することを目的に一般社団法人国際シーティング自立支援協会を設立、代表理事就任。
障害児者の姿勢改善とシーティングの普及に努めている。

日本のバリアフリーとユニバーサルデザインの向上のために省庁や地方自治体の様々委員を歴任。
東京都スポーツ振興審議会委員、観光庁ユニバーサルツーリズム促進検討委員会委員、内閣官房・
ユニバーサルデザイン２０２０関係府省連絡会議～評価会議構成員 等々。
１９９２年バルセロナパラリンピック水泳日本代表１００ｍ平泳ぎ６位入賞々

著書に 「療育ハンドブック 47 集 シーティングで変わる障害児者の未来」(一般社団法人全国肢体不自由児父母の会連合会刊 )

　　　 「運命じゃない！ シーティングで変わる障害児の運命」（藤原書店刊）

　　　 「愛と友情のボストン 車いすから起こす新しい風」（藤原書店刊）

共著に「在宅医療 多職種連携ハンドブック 」( 日本医療企画刊 )

           「在宅医療カレッジ ～地域共生社会を支える他職種の学び２１講」 ( 医学書院刊 ) 

           「在宅 褥瘡対応マニュアル 改訂第２版」（日本医事新報社刊） 等

ポータルサイト　医療・ケアの情報サイト「ディアケア（旧アルメディア WEB）」

                         シーティング特集『一歩進んだ世界標準のシーティング』等がある。

～この事業は 赤い羽共同募金の補助で実施します～

当事者家族 及び 関係者等は お問い合わせください

※必ず申込書にご記入の上 お申し込みください

後　援：沖縄県

講師プロフィール


